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身が学生支援活動に加わるキャンパスライフ活性化 (ピア ｡サポー ト制度,夢募集,就職
活動に関する学生の自主企画等)に取り組み,学生の人間関係力を醸成すると共に,これ









































るコミュニティー ｡ライフ｡ア ドバイザーを採用するO採用したコミュニティー ｡ライ





























② ｢やってみゆ-でスク｣に有期雇用の教員 1名 (准教授)を採用するため,適任者を公
募 し,平成 20年4月 1日付け採用を決定した｡



















































































配置,なかでも ｢コミュニティー｡ライフ (CL)｡ア ドバイザー｣の配置を達成しており,
組織体制の整備は,到達目標に十分に達していると評価できるOまた,このスタッフらに
よる広報宣伝活動も,すでに順調に滑りだしていることが,明確な形として伝わっており,
初期の実施状況は,非常に高いレベルにあると判断する｡
特に,本プログラムの中枢となるCLア ドバイザーの方々が,非常な熱意をもって活動
されていることは,今後のプログラムの展開を期待させるものがあるoまた,広報活動に
ついても,地域-の精力的な訪問活動を進めるだけでなく,｢やってみゆ-でスク｣カラー
電車の運行,電車内-のポスター貼付等,これまでに無い手法により,応援団の募集が進
められており,本プログラムの地域-の浸透の効果が期待されるところである｡
ただ,敢えて苦言を申し上げる点といえば,全学的な支援体制であろう｡本プログラム
は, トップダウンによって開始されたせいもあって,当初,各郊局-の十分な説明がない
7
ままに,｢やってみゆ-でスク｣の設置が開始され,急遮,全学説明会が開催されたことが
あったと記憶している｡今後,学生の人間関係力の醸成を進展させるためには,部局の教
員等の理解は欠かせないと考えられ,学内-の更なる啓発活動を持続していただきたいo
その意味からも,本学のHPとの連携は重要であるが,現時点ではあまりスムーズではな
いように思われるO学内コミュニケーションの向上の上からも,専用の親 しみやすい宣伝
サイ トの立ち上げ等を希望したい｡(応援団募集の手段としてだけではなく)
(ェ)田境委員による評価
1)学生と大学が協働する学生支援体制に加えて,地域の力を活用した支援体制を構築する
ことについて
コミュニティー｡ライフ｡ア ドバイザー,カウンセラーの人材を配置し,実施組織 ｢や
ってみゆ-でスク｣を開設するとともに,各学部において分室を置き,大学内の連携も
保たれた支援体制を構築している｡
2)学生及び関係の自治体団体 (市役所,商工会)-の啓発活動状況
学生,教職員-の説明会を始め,長崎市街,県内の県北地域及び離島-の広報活動を
実施している｡また,広報用 CDを作成し関係団体へ配布,路面電車活用の地域-の広
報も行い,プログラムを周知している0
3) ｢学生の人材バンク｣及び ｢長崎大学応援団｣-の登録状況
受付を開始している｡
4)地域行事等-の参加状況
学生人材バンクから,地域行事 ｢長崎ランタンフェスティバル｣に学生を派遣し,活
動を開始している｡
以上のことから,本プログラムの実施状況について高く評価しますo
(2)評価のまとめ
｢やってみゆ-でスク｣の組織作りが短期間で行なわれ,プログラムの実施体制が整え
られたことについて,全ての評価委員が高く評価 しているOまた,短期間のうちに,学生
の地域行事-の参加が実現したことも評価される｡本プログラムの実施に係わられた関係
の方々の努力を高く評価するところである｡また,広報活動や地域との連携体制の構築に
努力されたことも活動の記録から読みとることができる｡この点も高く評価される｡
一方で,各部局との連携については,課題が残っているとの指摘もなされているO特に,
｢1.本事業の目的｣に開催された 2階層の支援のうちの一つ (B:間接支援)の実施に
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あたっては,コミュニティー ｡ライフ ･アドバイザー等が部局と密に連絡を取りながら活
動することが不可欠である｡今後,更なる連携体制の構築が望まれるところである｡
平成20年度は,平成 19年度の成果を踏まえ,支援活動が本格化する年と位置づけられ
よう｡PDCAサイクルを組み込むことによって,地域と連携 した支援活動が更に大きく
飛躍することを期待するところであるO
